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沙弥島

瀬戸内国際芸術祭
2013へ
　瀬戸内海は1府10県が海岸線を共有
する海域で、東西に450km、南北に15
～55kmにも及ぶ。4月、瀬戸内国際芸
術際2013が開催されている香川県沖
の島々を、もうひとつの旅クラブのメン
バーと訪問した。もうひとつの旅クラブ
は、大阪府各地域の魅力を旅人の目線
で発見し、「ご来光カフェ」「大阪まち
遊学」の企画実施、「北浜テラス」「大
阪旅めがね」への運営協力など、まち
歩きやイベントを通して大阪の魅力を
伝える活動を実施している。
　さて、瀬戸内海の島々には、伝統的
な文化や美しい自然が残されている。

一方で、過疎化や高齢化により活力を
失いつつある。瀬戸内国際芸術際は、
その開催を通じて、島の住人と世界
中からの来訪者とが交流し、島々の活
力を取り戻し、地球上のすべての地域
の「希望の海」となることを目指してい
る。

沙弥島
　沙弥島（しゃみじま）は、瀬戸大橋で
四国に渡るとすぐに出会える島。「島」
と名前が付いているが、実は、埋め立
てにより四国本土と陸続き。ゆっくり歩
いても1時間ほどで回れてしまう小さな
島だが、万葉ゆかりの地であり、遺跡
や歌碑が多く残る。東山魁夷せとうち
美術館のカフェは、東山画伯の叔父が

生まれた櫃石島を望むように設計され
ており、ここから眺める景色は、まさに
一枚の風景画のよう。
　小生は瀬戸芸初参加。アート作品に
は、絵画・造形・映像・家具・建築だ
けではなく、その土地ならではの料理
も登録されていることに驚いた。例え
ば、沙弥島では、島スープが大人気。
島スープが販売されている建物の屋上
に上がってみると、旅クラブ・泉さんの
まちづくり仲間と偶然の出会い！今回
のツアーは、サプライズな人めぐりツア
ーになりそうな予感がした。
　不思議なもので、アートを見ると、
我々参加者もアートを創ってみたくな
るもの。題して、「瀬戸大橋をカッポす
るノッポさん」。ターニャ・プレミンガー
「階層・地層・層」の頂上でジャンプし

魅力的な都市や
建築の紹介と
その3Dデジタルシティへの
挑戦

 福田知弘氏による「都市と建
築のブログ」の好評連載の第21回。毎回、
福田氏がユーモアを交えて紹介する都市
や建築。今回は瀬戸内の島々の3Dデジタ
ルシティ・モデリングにフォーラムエイト
VRサポートグループのスタッフがチャレ
ンジします。どうぞお楽しみください。

大阪大学大学院准教授   福田 知弘
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瀬戸内の島々：国際芸術祭
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照明デザイン設計競技最優秀賞受賞。著書「VRプレゼンテーションと
新しい街づくり」「はじめての環境デザイン学」など。
ふくだぶろーぐは、http://d.hatena.ne.jp/fukuda040416/
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女木島
男木島 小豆島

た羽田さんをタイミングよく撮影（写真
１）。瀬戸大橋を闊歩しているみたいで
しょ。そしてこの丘を上っていると、今
夜宿泊させて頂く女木島の川井さんと
偶然の出会い！
　その後、坂出、高松の市内をまち歩
きして、いよいよ女木島へ！

女木島
　女木島（めぎしま）は、高松市の沖合
い4kmにある島。フェリー「めおん」に
乗って20分。女木港に近づくと、「オー
テ」で囲まれた集落が目に入る。オーテ
は冬の強い潮風から家を守るために築
かれた石垣。
　女木島は、釣りバカ日誌の第1回ロ
ケ地、そして、女木島が桃太郎鬼ヶ島

伝説の島と呼ばれるようになった大洞
窟が有名。鬼は、洞窟の中に限らず、島
のあちこちにいるゾ（写真２）。2010年
に開催された瀬戸芸（第1回）では、人
口200人の女木島に約10万人が訪れ、
その後も島を訪れる若者や移住希望
者が増えているそうだ。
　旅クラブ一行は、女木島で一泊。宿
は龍宮。大将の川井さんは、女木島の
観光振興にご尽力されている。翌朝、
川井さんとアートめぐり（写真３）。丁
度、女木島の住民さんが天ぷらバザー
を企画されていた。休校中の小学校で
おばさん達が揚げた天ぷらを、おじさ
ん達がバザー会場へ運んでくる（写真
４）。女木島特産の南京豆の揚げたて
天ぷらは最高！
　さあ、次はフェリーに乗って男木島

（おぎじま）へ！とフェリーの到着を待
っていたら、女木島に到着したフェリー
からお笑いタレントが降りてきた。テレ
ビの取材だそう。サプライズな人めぐり
ツアーはまだまだ続きそう。

男木島
　男木島（おぎしま）は、女木島の隣
に位置する。男木島灯台は総御影石造
りであり、土木学会で選奨土木遺産に
登録されている。島は、坂道や石段が
多く階段状に集落が発達している（写
真５）。
　細い坂道を上り休校中の男木小中
学校へ。学校内部には数々のアート。
中でも、肉体塾と題された教室には無
数に張り巡らされたヒモの中央に卓球

１　瀬戸大橋をカッポするノッポさん ２　鬼ヶ島大洞窟の鬼

３　鷲ヶ峰展望台で川井さん（前列右）と

４　女木島天ぷらバザー
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台が（写真６）。こんな卓球は生まれて
このかた初めて。学校を出ると、路地
沿いのアートやカフェを覗きながら、
オンバ・ファクトリー＆カフェへ（写真
７）。オンバ・ファクトリー＆カフェで
は、おしゃれなオンバを作
り地域に提供されてい
るとのこと。オンバと
は、おばあちゃんが
買い物や日常生活
で使う手押し車（写
真８）。「おばあちゃ
んのベンツ」とかいわ
れるものかな。カフェから
は眼下に集落の家並み、そして
瀬戸内海が。心地よいひと時。

　くねくねと折れ曲がる細い路地、
石積みの風景、店の入り口から眼下に
海を眺める風景、時折現れるネコた
ち、、、男木島を歩くと、なんだかサント
リーニ島のようにも思えてきた。

　さあ、次はフェリーに乗
って高松経由で小豆島
へ！と船着き場へ行
ったが、フェリーが
来ない。どうやら、
時刻表を見間違え
ていたようだ。これ
は、ちょっとしたハプニ

ング。小豆島に辿りつける
のか？メンバーで模索した結果、

水上タクシーで小豆島へ行くことに。
　どんな水上タクシーがやってくるの
だろう？実は、ひなびた漁船をイメージ
していたが、やってきたのはカッコいい
クルーザー。風もなく、当初考えていた
高松港経由の航路よりも短時間で、気
持ち良い40分ほどのクルージング（写
真９）。おススメです！

小豆島
　20数年ぶりに訪問した小豆島（しょ
うどしま）は、その素敵な変化にただた
だ感嘆。小豆島では、醤油ソムリエール
のケリーちゃんこと黒島さんに案内し
て頂いた。題して、小豆島人めぐりツア
ー。
　馬木地区。真光寺下の空き地では、
ウマキキャンプの上棟式がはじまって
いた（写真１０）。企画・設計は、dot 
architectsの皆さん。夏に完成予定の
建物には、小豆島の住人も来島者も自
由に使用することができるキッチンやス
タジオなどがはいるそう。ここで、ウマ

６　男木島卓球選手権
10　ウマキキャンプ上棟式

９　水上タクシーで小豆島へ

７　オンバ・ファクトリー＆カフェ

５　男木交流館と男木の集落

８　オンバを押す
おばあちゃん
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キキャンプに参加されている構造家・
満田さんと偶然の再会。
　醤の郷（ひしおのさと）。文字通り、
醤油を作る工場や蔵が点在する地区
（写真１１）。日本三大そうめんのひ
とつ、小豆島そうめんを食した後、ヤ
マロク醤油さんの醤油蔵を見学（写
真１２）。そこで、五代目・山本さんに
熱い話を伺った。蔵の中には、直径
2m30cm、高さ2mほどの木桶が数多
く置かれ、蔵の中の樽・壁・柱が菌で
何層にも覆われている。醤油をはじめ
とする美味しい発酵調味料を造る微生
物たちは、タンクにはほとんどおらず、
このような木桶には多く住みつくことが
できるそうだ。つまり「木桶は最高の醸
造容器」。しかし、木桶による醸造は

既にかなり少なくなっており、さらに木
桶を作れる桶屋さんは国内で一
社のみ。本物の醤油を
未来の世代に残す
べく、山本さんは
精力的に活動さ
れている。
　立花さん経営
のデリカフェ・こ
まめ食堂でしぼり
たて八朔ジュースを頂
く（写真１３）。そして、棚田
を下りて台湾・王文志さん作「小豆島
の光」へ（写真１４）。中に入ると、竹で
編まれた空間の頂部は、ローマ・パンテ
オンのようにぽっこり穴が開いている。
思い思いに寝転がって、天空から光が
射し込む様子を楽しんだ。
　いよいよ島を離れる。小豆島・坂手
港からフェリーで神戸港へ。夕焼けが
本当に綺麗だ（写真１５）。♪瀬戸は日
暮れて 夕波小波～と、思わず口ずさん
でしまう。夕日はそのうち水平線へ沈
み、フェリーは明石海峡大橋をくぐって
神戸港へ向かう。船内は瀬戸芸の観
光客・関係者で一杯。
あちこちでガヤガヤ
と反省会。神戸港到
着間近のアナウンス
が流れたので、甲板
に出てみると、六甲
の山並みを背景とし

て100万都市のビル群
が迫ってくる。船上から
港町を眺めると、ああ、
関西に帰ってきたな～、

という気分。ただ、醤油の感
動が消えることはなく、お豆腐を購

入して帰宅。冷奴に鶴醤で頂いた。美
味。
　思い出に残る旅とは、旅先で出会う
風景やアートや食事も大切な要素だけ
れど、旅先で出会う人や旅を共にする
メンバーがもっと大切で、それに偶然
やサプライズが重なれば尚更面白い！
と改めて再認識した今回の瀬戸芸ツア
ー。瀬戸内国際芸術祭2013は、夏は7
月20日から9月1日、秋は10月5日から
11月4日に開催。できれば、
また、瀬戸内の島に行き
たい。

11　醤の郷・馬木散策路
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12　醤油蔵
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は瀬戸芸の観

また、瀬戸内の島に行き
たい。
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15　瀬戸内夕景

14　小豆島の光と棚田

13　こまめ食堂にて
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「スパコンクラウド® CGムービーサービス」では、POV-Rayにより作成した高精細な動画ファイルを提供します。今回の3Dデジタルシ
ティ・瀬戸内の島々のレンダリングにも使用されており、スパコンの利用により高精細な動画ファイルの提供が可能です。また、POV-
Rayを利用しているため、UC-win/Roadで出力後にスクリプトファイルをエディタ等で修正できます。

®

今回は日本の瀬戸内海に浮かぶ島々をVRで作成しました。夜の
瀬戸大橋のライトアップでは海面に映る月や、車のヘッドライト
の様子をリアルに再現しています。また、アートプロジェクトで人
気のベネッセアートサイト直島や、家プロジェクトのきんざ、碁会
所などの街の様子を、ご覧いただくことができます。小豆島の肥
土山農村歌舞伎舞台では、かやぶき屋根の舞台で役者のキャラ
クタが歌舞伎を演じる様子をVRで表現しました。
VR-Cloud® 閲覧URL
http://www.forum8.co.jp/topic/toshi-blog21.htm#city

「瀬戸内の島々」の3Dデジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3Dデジタルシティ・瀬戸内  by UC-win/Road

®

瀬戸大橋を走行中の景観

小豆島の肥土山農村歌舞伎舞台走行車両と客船、橋梁のライティング表現 ベネッセアートサイト直島と瀬戸内海の島々




